
（おもて）

平成25年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

参加者

参加チーム数

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

50 50

実績 29 37 53 0 0

（指標の説明）
参加チーム数

チーム
目標 35 40 45

200 200

実績 119 162 224 0 0

平成26年度 平成27年度指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

大会参加者数

人
目標 150 160 180

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.10 0.10 0.10

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

人件費　Ｂ 750 743 729 0 0

0 0

一般財源 316 316 316 316 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 316 316 316 316 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 1,066 1,059 1,045 316 0

0

地方債 0 0

平成26年度 平成27年度

年度別計画

国府町谷地区周辺 国府町宮下地区周辺 国府町谷地区周辺 国府町成器地区周辺（ 
予定）

国府町宮下地区周辺

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

国府町谷地区周辺 
　コース 
　　　約6.3ｋｍ 
　チェックポイント 
　　　10箇所 
発着会場 
　国府地区保健センタ 
ー 
　参加者数　29チーム 
　参加者数　119人

国府町宮下地区周辺 
　コース 
　　　約6.3ｋｍ 
　チェックポイント 
　　　10箇所 
発着会場 
　国府町中央公民館 
　参加者数　37チーム 
　参加者数　162人

国府町谷地区周辺 
　コース　約6.3ｋｍ 
　チェックポイント 
　　　10箇所 
発着会場　国府地区保 
健センター 
　参加者数　53チーム 
　参加者数　224人

　 　

対象
（何を、誰を）

市民

意図
（どのような状態
にするために）

心と体の健康づくり及び地域資源の再認識。

手段
（どうするのか）

心と体の健康づくりをしながら国府地域の豊かな自然と豊富な「万葉のふるさと国府」の名勝・史跡などの文化 
を体験する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 ウォークラリー大会実行委員会補助金 予算事業コード 01-09-05-04-10-07

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度

市民体育祭参加者数 3,000人 5,000人

ガイナーレ鳥取１試合平均観客入場者数 3,692人 6,000人

根拠法令、
根拠計画等

なし

施策 3103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト（任意）

スポーツレクリエーション祭参加者数 1,036人 1,200人 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 001061 重点事業区分 －

事務事業名 ウォークラリー大会実行委員会補助金 所属名 教育委員会事務局　教育委員会事務局国府町分室

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 笑顔があふれ　心やすらぐまちづくり 事業期間 平成 2年度　～　全期

政策 01 健康を守り、いきいきと元気に暮らす
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（うら）

５．平成25年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

■ １．効率的である

□ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

■ １．拡充 ■ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント

新味のある事業展開となるように実行委員会組織を拡充していきたい。また同時期に実施される
殿ダムウォーキング大会とそれそれの特徴を生かした連携を図り、より質の高い内容にするのが
適当と考えます。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
地域の特性を生かしたものになっている。

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
市民の健康づくりに地域の資源を有効に活用している。

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
実行委員会が主体となり、効率的に実施している。

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
幅広い年齢層が参加できるように内容に配慮している。

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

2
参加チーム数

83% 83% 118%

3
　

101% 124%

事務事業の実施概要

【問い合わせ先】教育委員会事務局 国府町分室（0857－39－0563） 
【9次総の施策体系】3103 
【事業の概要】 
　　　万葉ウォークラリー大会は、国府地域の豊かな自然と豊富な文化財を体験しながら 
　　心と身体の健康づくりができるイベントとして定直している。大人から子どもまでが 
　　気軽に参加できる自然体験型のイベントとして幅広い参加者を得て開催されており、 
　　地域の観光振興の推進はもとより、歴史と文化の町“こくふ”ＰＲに寄与している。 
【事業の成果】 
　・主　催：鳥取市国府町万葉ウォークラリー実行委員会　 
　・参加料：無料 
　・時　期：平成２６年１０月４日（土） 
　・場　所：鳥取市国府町 
　　　○史跡等チェックポイントを回るウォークラリー 
　　　○鍋の振る舞い等 
　≪事業実績≫　 
　　平成21年度　316千円（参加者数45チーム、215人） 
　　平成22年度　316千円（参加者数33チーム、148人） 
　　平成23年度　316千円（参加者数29チーム、119人） 
　　平成24年度　316千円（参加者数37チーム、162人） 
　　平成25年度　316千円（参加者数53チーム、224人） 
【今後の課題・方向性】 
　　従来の参加者に加え、鳥取市全域の幅広い層に普及するよう、新味のある事業展開、 
同時期に開催される同種事業との協力等、内容の充実を図りたい。 
【根拠計画】　第９次総合計画　 
【市民ニーズの状況】　継続要望多数。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
大会参加者数

79%
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